
　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

公衆災8 ① □ □ □ □ □

公衆災11,13,24 ② □ □ □ □ □

公衆災16 ③④ □ □ □ □ □

公衆災10 ⑤ □ □ □ □ □

公衆災10 ⑥ □ □ □ □ □

　 ⑦ □ □ □ □ □

　 ⑧ □ □ □ □ □

　 ⑨ □ □ □ □ □

　 ⑩ □ □ □ □ □

　 ⑪ □ □ □ □ □

⑫ □ □ □ □ □

　 ⑬ □ □ □ □ □

騒音規制法14
振動規制法14

⑭ □ □ □ □ □

道路交通法45 ⑮ □ □ □ □ □

点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－１

班

（1）第三者災害防止措置

番

近隣居住者等への周知は実施されているか。
第三者への危険が予想される場合、適切な配置で柵等を設けてい
るか。
出入口の施錠があり、構造・措置は適切か。
強風等により倒壊しない強度を有しているか。
作業場に第三者の出入りを禁止する措置をしているか。
工事関係車両出入口の看板等は設置されているか。
ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝは適切に配置しているか。
通行を開放している箇所の段差は、段差対策と注意喚起等をしてい
るか。
一般車両が通行する箇所の段差対策をしているか。

　②建設工事の目的にかかる施設の種類

歩行者の通行に危険な箇所には、危険表示等をしているか。
看板、標識類は所定の場所に安全かつ通行を妨げとならないよう設
置し、常に点検整備をしているか。また、道路照明柱などの道路付属
物にくくりつけて設置する場合、柱等が適切に養生されているか。
夜間に車両や歩行者が通行する場所には保安灯(回転灯,ｽｽﾞﾗﾝ,
投光器,仮設信号機)等を適切な配置で設置しているか。

特定建設作業の届け出の義務を守っているか。

工事関係者の違法駐車はないか。道路上に設置した作業場内に、
作業に使用しない車両を駐車していないか。

（1）第三者災害防止措置

　　　□特定建設作業の実施の届け出
特定建設作業を行おうとする場合は、施工者は、作業開始の7日前までに、騒音規制法第14条、あるいは振動規制法第14条

   に沿って実施の届け出を、当該作業を行おうとする地域が位置する都道府県知事へ届け出ることが求められる。

なお、届出の内容は、以下の通りである。　　　　　

　①名称及び住所並びに代用者氏名

　③場所及び実施の期間、時刻

　④騒音・振動の防止の方法

　⑤作業場所の付近の見取図その他

※特定建設作業とは、「騒音規制法第2条」「振動規制法第2条」のそれぞれに定義されているとおり、建設工事として

　 行われる作業のうち、著しい騒音、あるいは振動を発生する作業であって、令別表第２により定められているものをいう。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

　 ⑥ □ □ □ □ □

　 ⑦ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4
5
6
7
8
9 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

近接して工事が行われる場合、①及び⑱は各工事間で調整を行い設置すること。
⑯は工事開始の１週間前から工事開始までの間、設置すること。
必要に応じてクッションドラム、体感マット、交通誘導ロボットを設置すること。

歩車道境界のバリケードはガードレールがある場合は除く。また、現場の状況によりロープに変えてもよい。
保安要員１名以上、交通整理員２名以上おくこと。

昼間工事の場合は⑧を②④に変更することができる。
カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。
⑧は標識車又は大型電光表示板を設置すること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－２

班

（2）A型標準図　　車道打ち換え・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ・AS注入　4車線以上　夜間（昼間）作業　局部打ち換え含

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（2）A型標準図

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事予告看板を各現場の状況に応じ、適切に設置にしているか。
工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
工事用照明灯は500W/灯以上6m（標準間隔）になっているか。
保安要員1名以上、交通整理員2名以上おいているか。
標識車又は大型電光掲示板を設置しているか。
工事情報看板は道路工事を開始する1週間前から道路工事を開始
するまでの間、設置しているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

　 ⑥ □ □ □ □ □

　 ⑦ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4
5
6
7
8
9
# 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

⑧は標識車又は大型電光表示板を設置すること。
近接して工事が行われる場合、①及び⑱は各工事間で調整を行い設置すること。
⑯は工事開始の１週間前から工事開始までの間、設置すること。
必要に応じてクッションドラム、体感マット、交通誘導ロボットを設置すること。

保安要員１名以上、交通整理員２名以上おくこと。
歩車道境界のバリケードはガードレールがある場合は除く。また、現場の状況によりロープに変えてもよい。
昼間工事の場合は⑧を②④に変更することができる。
現地の状況により信号機を使用することができる。
カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－３

班

（3）B型標準図　　車道打ち換え・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ・AS注入　4車線未満　夜間（昼間）作業　局部打ち換え含

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（3）B型標準図

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事予告看板を工事予告看板を各現場の状況に応じ、適切に設
置にしているか。

工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
工事用照明灯は500W/灯以上6m（標準間隔）になっているか。
保安要員1名以上、交通整理員2名以上おいているか。
標識車又は大型電光掲示板を設置しているか。
工事情報看板は道路工事を開始する1週間前から道路工事を開始
するまでの間、設置しているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

　 ⑥ □ □ □ □ □

　 ⑦ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4
5
6
7
8 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

⑯は工事開始の１週間前から工事開始までの間、設置すること。
必要に応じてクッションドラム、体感マット、交通誘導ロボットを配置すること。

保安要員及び交通整理員をそれぞれ１名以上おくこと。
昼間工事の場合は⑧を②④に変更することができる。
カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。
⑧は標識車又は大型電光表示板を設置すること。
近接して工事が行われる場合、①及び⑱は各工事間で調整を行い設置すること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－４

班

（4）Ｃ型標準図　　車道打ち換え・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ・AS注入　4車線以上　夜間（昼間）作業　局部打ち換え含

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（4）Ｃ型標準図

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事予告看板を工事予告看板を各現場の状況に応じ、適切に設
置にしているか。

工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
工事用照明灯は500W/灯以上6m（標準間隔）になっているか。
保安要員及び交通整理員をそれぞれ1名以上おいているか。
標識車又は大型電光掲示板を設置しているか。
工事情報看板は道路工事を開始する1週間前から道路工事を開始
するまでの間、設置しているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

　 ⑥ □ □ □ □ □

　 ⑦ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4
5
6
7
8 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

⑯は工事開始の１週間前から工事開始までの間、設置すること。
必要に応じてクッションドラム、体感マット、交通誘導ロボットを配置すること。

昼間工事の場合は⑧を②④に変更することができる。
保安要員１名以上、交通整理員２名以上おくこと。

カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。
⑧は標識車又は大型電光表示板を設置すること。
近接して工事が行われる場合、①及び⑱は各工事間で調整を行い設置すること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－５

班

（5）Ｄ型標準図　中央分離帯修理、設置　夜間（昼間）作業

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（5）Ｄ型標準図

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事予告看板を工事予告看板を各現場の状況に応じ、適切に設
置にしているか。

工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
工事用照明灯は500W/灯以上6m（標準間隔）になっているか。
保安要員及1名以上、交通整理員2名以上おいているか。
標識車又は大型電光掲示板を設置しているか。
工事情報看板は道路工事を開始する1週間前から道路工事を開始
するまでの間、設置しているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

　 ⑥ □ □ □ □ □

　 ⑦ □ □ □ □ □

⑧ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4
5
6
7
8
9 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

近接して工事が行われる場合、①及び⑱は各工事間で調整を行い設置すること。
⑯は工事開始の１週間前から工事開始までの間、設置すること。
必要に応じてクッションドラム、体感マット、交通誘導ロボットを設置すること。

歩行者通行幅は原則として１．５ｍ以上確保すること。
保安要員１名以上、交通整理員３名以上おくこと。
昼間工事の場合は⑧を②④に変更することができる。
カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。
⑧は標識車又は大型電光表示板を設置すること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－６

班

（6）Ｅ型標準図　歩道工事　夜間（昼間）作業

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（6）Ｅ型標準図

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事予告看板を工事予告看板を各現場の状況に応じ、適切に設
置にしているか。

工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
工事用照明灯は500W/灯以上6m（標準間隔）になっているか。
保安要員及1名以上、交通整理員3名以上おいているか。
標識車又は大型電光掲示板を設置しているか。
工事情報看板は道路工事を開始する1週間前から道路工事を開始
するまでの間、設置しているか。
歩行者通行幅は原則として1.5m以上確保しているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

　 ⑥ □ □ □ □ □

　 ⑦ □ □ □ □ □

⑧ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4
5
6
7
8
9 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

近接して工事が行われる場合、①及び⑱は各工事間で調整を行い設置すること。
⑯は工事開始の１週間前から工事開始までの間、設置すること。
必要に応じてクッションドラム、体感マット、交通誘導ロボットを設置すること。

歩行者通行幅は原則として１．５ｍ以上確保すること。
保安要員１名以上、交通整理員３名以上おくこと。
昼間工事の場合は⑧を②④に変更することができる。
カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。
⑧は標識車又は大型電光表示板を設置すること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－７

班

（7）Ｆ型標準図　ガードレール、標識、街渠等の設置修繕　夜間（昼間）作業

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（7）Ｆ型標準図　

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事予告看板を工事予告看板を各現場の状況に応じ、適切に設
置にしているか。

工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
工事用照明灯は500W/灯以上6m（標準間隔）になっているか。
保安要員及1名以上、交通整理員3名以上おいているか。
標識車又は大型電光掲示板を設置しているか。
工事情報看板は道路工事を開始する1週間前から道路工事を開始
するまでの間、設置しているか。
歩行者通行幅は原則として1.5m以上確保しているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

注） 1
2
　
3
4
5
6 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

右下の①の設置数については交通量その他、現地の状況によって定めること。

移動用
Ａの距離については通行車両の走行速度及び沿道状況を勘案して確保する。
（Ａについては３０ｍ程度を標準とする。この範囲に作業員は立ち入らないこと。）
保安要員１名以上、交通整理員１名以上おくこと。
カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－８

班

（8）Ｇ型標準図　除草、ガードレール等の人力清掃、路肩整正　昼間作業

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（8）Ｇ型標準図

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事予告看板を各現場の状況に応じ、適切に設置にしているか。
工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
警戒標識、規制標識は原則として作業車に張り付けているか。
保安要員及1名以上、交通整理員1名以上おいているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4
5 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、
　 特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を

通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

保安要員１名以上、交通整理員１名以上おくこと。　
カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。　
右下の①の設置数については交通量その他、現地の状況によって定めること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－９

班

（9）Ｈ型標準図　路面及び側溝の人力清掃　昼間作業

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（9）Ｈ型標準図

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事予告看板を現場の状況に応じ、適切に設置にしているか。
工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
警戒標識、規制標識は原則として作業車に張り付けているか。
保安要員及1名以上、交通整理員1名以上おいているか。

移動用

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

　 ⑤ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

移動用
保安要員１名以上、交通整理員３名以上おくこと。　
カラーコーンの設置間隔及び設置角度は当該警察署と協議すること。　

（10）Ｉ型標準図

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－１０

班

（10）Ｉ型標準図　目地シール作業等（短時間作業）　昼間作業

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
規制標識速度落とせ看板を400m手前に設置しているか。
工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
警戒標識、規制標識は原則として作業車に張り付けているか。
保安要員及1名以上、交通整理員3名以上おいているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣



　　　　　　　　　　事務所
安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

実施年月日：　　　　年　　月　　日

点 検 者

1 2 3 4 5

　 ① □ □ □ □ □

　 ② □ □ □ □ □

　 ③ □ □ □ □ □

　 ④ □ □ □ □ □

⑤ □ □ □ □ □

注） 1
2
3
4
5
6 工期と延長がある道路工事等については、車両の通行速度を抑制し事故防止を図るため、

特に工区内において、「速度落とせ・徐行」「段差注意」「歩行者通路」等の注意喚起看板を
通行者の視認性を考慮し適切に設置すること。

移動用
作業実施には原則として警察官立会いの上施工し、広幅員の場合には防護用作業車を使用のこと。
先導車を使用すること。
保安要員１名以上、交通整理員２名以上おくこと。
カラーコーンの設置間隔は当該警察署と協議すること。

安　全　点　検　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　Ⅱ－１１

班

（11）Ｊ型標準図　レーンマーク作業　昼間作業

番 点　　検　　項　　目
点　検　箇　所　Ｎｏ．

備考

（11）Ｊ型標準図

標識、看板、表示板、ｶﾗｰｺｰﾝ、仮設信号機等を転倒しないように
留意して設置しているか。
工事区域内の範囲は適切な範囲にしているか。
警戒標識、規制標識は原則として作業車に張り付けているか。
保安要員及1名以上、交通整理員2名以上おいているか。
先導車を使用しているか。

出典：国土交通省中部地方整備局企画部「安全サポートマニュアル」
栃木県県土整備部｢土木工事必携｣


